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明
治
四
十
年
の
足
尾
、
別
子
、
幌
内
の
鉱
山
暴
動
は
、
再
生
し
か
け
た
鉱
夫
労
働
組
合
運
動
を
抹
殺
し
た
だ
け
で
な
く
、
社
会
運
動
全
体
を
も
圧
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
暗
い
谷
間
の
到
来
で
あ
る
。
し
か
し
大
正
期
に
入
り
、
友
愛
会
が
組
織
さ
れ
、
鉱
山
に
友
愛
会
の
支
部
が
急
速
に
広
ま
り
始
め
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
は
、
労
働
需
要
を
急
増
さ
せ
、
物
価
を
騰
貴
さ
せ
た
。
そ
れ
は
ま
（１） 
た
、
鉱
夫
達
の
不
満
と
自
覚
を
強
め
、
鉱
夫
労
働
組
合
運
動
を
次
第
に
古
同
揚
さ
せ
た
。
足
尾
銅
山
に
も
再
び
労
働
組
合
が
組
織
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
坑
夫
飯
場
組
合
を
組
織
し
、
友
子
を
封
じ
込
め
、
鉱
夫
を
企
業
に
従
順
（２） 
化
さ
せ
よ
う
と
し
た
に
も
係
わ
ら
ず
、
鉱
夫
達
が
再
び
企
業
に
反
抗
し
始
め
た
一
）
と
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
興
味
深
い事には、足尾銅山で大正六年に労働組合が再び組織され、その後の足尾の労働組合の中で最大の
勢力をなした「大日本鉱山労働同盟会」は、何と大正五年まで飯場頭を勤めていた松葉鰹寿が指導者となって成長
（４） 
足尾銅山における大正期の労働組合の形成もまた友子が大きく介在し、友子の労働組合化と一一一一口う一テーマをわれわ
れ
の
前
に
再
び
提
起
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
テ
ー
マ
は
、
こ
こ
で
の
研
究
課
題
で
は
な
い
の
で
、
別
稿
に
譲
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
（３） 
し
た
の
で
あ
っ
た
。
い
○ ただ
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
足
尾
銅
山
の
労
働
組
合
が
、
鉱
夫
の
待
遇
改
善
要
求
の
一
つ
と
し
て
、
飯
場
制
度
の
改
Ⅲ
大
正
期
に
お
け
る
鉱
業
所
の
友
子
政
策
三
大
正
八
年
争
議
後
の
足
尾
銅
山
に
お
け
る
友
子
制
度
の
改
編
ｌ
経
営
者
に
よ
る
友
子
の
従
業
員
団
体
化
Ｉ
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かつた。鉱業一
もに廃止した。
こ
う
し
て
大
正
八
年
の
飯
場
制
度
の
改
革
は
、
後
に
詳
し
く
分
析
す
る
よ
う
に
、
従
来
の
飯
場
制
度
の
基
本
を
解
体
す
る
も
の
で
は
なく、飯場制度を縮小し、機能を弱めるだけにとどまった。鉱業所は、鉱夫を管理する中間管理者を必要としたが、
八
年
段
階
で
は
結
局
従
来
の
飯
場
頭
に
そ
れ
を
頼
ん
だ
。
し
か
し
労
働
組
合
は
、
あ
く
ま
で
飯
場
頭
の
存
在
を
認
め
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
鉱
業
所
は
、
か
く
し
て
大
正
九
年
三
月
に
頭
役
・
飯
場
頭
の
制
度
を
廃
止
し
、
世
話
方
制
度
を
敷
き
、
飯
場
制
度
を
名
実
と
善
あ
る
い
は
廃
止
を
掲
げ
て
運
動
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
明
治
四
十
年
の
飯
場
制
度
の
改
革
に
係
わ
ら
ず
、
飯
場
頭
に
よ
る
鉱
夫
の
中
間
収
奪
が
無
く
な
ら
ず
、
む
し
ろ
大
戦
に
よ
る
好
況
が
鉱
夫
不
足
を
加
速
し
た
た
め
、
飯
場
頭
に
よ
る
鉱
夫
の
募
集
費
、
鉱
夫
維
持
費
が
か
さ
み
、
飯
場
経
営
（
単
身
鉱
夫
の
賄
い
、
飯
場
自
営
の
売
店
で
の
家
族
鉱
夫
へ
の
掛
売
り
、
そ
の
他
の
飯
場
経
費
）
か
ら
の
収
奪
が
強
ま
り
、
飯
場
制
度
に
対
す
る
鉱
夫
の
不
満
と
反
感
を
強
め
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
大
正
八
年
の
大
争
議
は
、
こ
う
し
て
飯
場
（５） 
制
度
の
改
廃
を
め
ぐ
っ
て
闘
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
鉱
業
所
は
、
当
初
労
働
組
合
の
飯
場
制
度
廃
止
要
求
を
拒
否
し
て
、
飯
場
制
度
の
改
革
だ
け
に
取
り
組
ん
だ
。
鉱
業
所
は
、
明
ら
か
に
飯
場
制
度
の
弊
害
を
初
め
か
ら
認
め
て
い
た
。
し
か
し
当
時
の
労
資
関
係
か
ら
見
て
、
飯
場
制
度
の
魅
力
も
捨
て
が
た
か
っ
た
。
当
時
の
鉱
山
責
任
者
は
、
「
飯
場
ヲ
何
時
迄
モ
固
守
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ザ
レ
ド
モ
、
該
制
度
ハ
多
年
ノ
歴
史
卜
長
所
ヲ
有
ス
ル
ヲ
（６） 
以
一
ナ
、
今
、
直
チ
ニ
之
ヲ
廃
棄
ス
ル
コ
ト
ハ
、
組
織
ノ
上
二
大
ナ
ル
故
障
ヲ
生
ズ
ベ
キ
ヲ
以
テ
、
熟
慮
深
考
ヲ
要
ス
」
と
述
べ
て
い
こ
の
点
に
つ
い
て
鉱
業
所
側
の
資
料
は
、
「
従
来
ノ
飯
場
ノ
名
称
ヲ
廃
止
シ
之
ヲ
組
ト
称
シ
、
頭
役
ヲ
世
話
役
卜
呼
ビ
、
其
ノ
所
属
（７） 
タ
リ
、
ン
鉱
夫
ハ
其
儘
組
二
所
属
セ
シ
メ
、
組
ノ
監
督
取
締
ハ
世
話
役
之
ヲ
ナ
ス
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
飯
場
制
度
の
廃
止
は
、
飯
場
頭
に
よ
る
賄
い
や
売
店
の
経
営
を
止
め
さ
せ
、
ま
た
鉱
夫
の
独
自
な
募
集
義
務
を
止
め
さ
せ
、
従
来
の
る
｡ 
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（皿）
すなわち飯場制度廃止の直前の段階の大正八年十一一月の「鉱夫飯場組△ロ」の改革では、友子の山中委員（評議委
員
と
い
う
名
称
の
）
制
度
を
鉱
夫
飯
場
組
合
の
中
に
復
活
さ
せ
、
一
般
鉱
夫
の
発
言
力
を
保
証
し
た
。
飯
場
頭
で
あ
る
組
合
長
が
握
る
会
計
に
も
一
般
鉱
夫
か
ら
選
出
さ
れ
た
評
議
員
が
監
査
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
従
来
鉱
夫
飯
場
組
合
で
暖
昧
に
な
っ
て
い
た
友
子
制
度
が
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
正
九
年
三
月
の
改
革
で
は
、
飯
場
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
の
で
「
鉱
夫
飯
場
組
合
」
の
飯
場
組
合
の
性
格
が
な
く
な
り
、
鉱
夫
だ
け
労
務
請
負
親
方
を
単
な
る
下
級
管
理
職
員
に
変
え
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
鉱
夫
の
労
務
管
理
は
、
飯
場
制
度
を
廃
止
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、
直
ち
に
今
日
の
よ
う
な
近
代
的
な
形
態
に
合
理
化
出
来
な
い
。
世
話
役
は
、
飯
場
頭
と
違
っ
て
、
労
務
請
負
的
性
格
が
完
全
に
失
わ
れ
、
｜
雇
用
関
係
の
上
で
は
中
間
管
理
職
に
純
化
し
た
。
し
か
し
、
鉱
山
社
会
の
内
部
状
況
、
特
に
友
子
制
度
に
み
ら
れ
る
鉱
夫
の
伝
統
的
な
人
間
関
係
を
前
提
に
す
る
と
、
世
話
役
自
身
も
、
世
話
（８） 
役の労務管理の仕事も、容易に近代的なスタイルに洗練されなかった。
飯
場
制
度
の
改
廃
は
、
友
子
制
度
の
動
向
に
大
い
に
係
わ
っ
て
い
た
。
鉱
業
所
は
、
確
か
に
飯
場
制
度
の
不
合
理
さ
を
認
識
し
て
い
た
の
で
、
鉱
夫
の
不
満
を
解
消
す
る
た
め
に
、
飯
場
制
度
を
廃
止
す
る
方
向
に
進
ん
だ
。
で
は
、
友
子
制
度
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
鉱
業
所
に
と
っ
て
友
子
制
度
は
、
確
か
に
鉱
夫
の
自
覚
を
促
し
、
鉱
夫
を
自
立
的
に
す
る
危
険
な
存
在
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
危
険
な
の
は
、
あ
く
ま
で
労
働
組
合
で
あ
っ
た
。
当
時
の
足
尾
銅
山
の
労
務
担
当
者
は
、
「
労
働
組
合
ノ
勃
興
ハ
将
来
免
レ
能
ハ
サ
ル
（９） 
所ナル」とし、労働組合が「自一フ飯場制度二代ラムトスルノ運動ヲ見ルー至」ると指摘している。
そ
の
た
め
鉱
業
所
は
、
友
子
制
度
を
廃
止
せ
ず
に
飯
場
制
度
を
切
捨
て
、
む
し
ろ
飯
場
制
度
に
押
え
込
ま
れ
て
い
た
友
子
制
度
を
生
か
し
て
鉱
夫
の
気
持
ち
を
汲
み
上
げ
、
友
子
を
一
層
企
業
内
化
し
、
労
資
の
意
志
疎
通
機
関
と
し
て
積
極
的
に
利
用
し
よ
う
と
考
え
た
○ 
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の
組
合
で
あ
る
「
鉱
夫
組
合
」
に
改
組
さ
れ
た
。
そ
し
て
友
子
制
度
は
、
こ
の
鉱
夫
組
合
の
中
に
し
っ
か
り
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
鉱
業
所
は
、
友
子
制
度
を
よ
り
直
接
的
に
統
制
管
理
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
世
話
役
と
呼
ば
れ
る
中
間
管
理
職
を
頂
点
に
置
く
こ
の
「
鉱
夫
組
合
」
が
、
本
来
の
労
働
組
合
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
労
働
組
合
が
企
業
に
従
属
し
て
し
ま
う
「
御
用
組
（ｕ） 
合」と一一一一口うよりは、会社による労務管理の為の従業員団体と一一一一口つた方がより正確であろう。
「
鉱
夫
組
合
」
の
な
か
に
包
摂
さ
れ
た
足
尾
銅
山
の
友
子
制
度
は
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
労
働
組
合
と
の
対
抗
関
係
の
中
で
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
で
は
次
に
、
飯
場
制
度
の
改
廃
の
過
程
で
友
子
制
度
が
ど
の
様
に
変
化
し
て
い
っ
た
か
を
分
析
し
よ
う
。
（
２
）
詳
し
く
は
足
尾
銅
山
労
働
組
合
編
『
足
尾
銅
山
労
働
運
動
史
』
を
参
照
。
（
３
）
松
葉
鰹
寿
に
つ
い
て
は
、
村
上
安
正
『
足
尾
に
生
き
た
ひ
と
び
と
」
、
四
○
頁
以
下
参
照
。
大
山
敷
太
郎
「
鉱
業
労
働
と
親
方
制
度
」
、
二
○
二
頁
以
下
、
に
も
彼
に
つ
い
て
の
資
料
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
松
葉
が
雑
夫
飯
場
の
飯
場
頭
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
が
友
子
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
か
ど
う
か
分
か
っ
て
い
な
い
。
鉱
夫
出
身
で
は
な
か
っ
た
の
で
友
子
に
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
（
４
）
拙
著
『
日
本
の
伝
統
的
労
資
関
係
」
の
第
七
章
で
は
、
明
治
期
の
「
友
子
の
労
働
組
合
化
」
を
分
析
し
た
。
（５）詳しくは、大山敷太郎『鉱業労働と親方制度』、二○｜頁以下の分析を参照。
（６）同上書、二一九頁。
（７）左合藤三郎編『飯場制度関係資料」、二四八頁。
（８）ところが大山敷太郎氏は、飯場制度の概念が暖昧なため、飯場制度の廃止と労務管理における古さとが区別できず、鉱
業所がいつまでも飯場制度を温存したとみている。前掲書、二一一一一頁参照。
（９）左合編前掲害、’五六頁。
注（
１
）
大
河
内
照
○ 
・
松
尾
『
日
本
労
働
組
合
物
語
』
大
正
篇
、
あ
る
い
は
渡
部
徹
「
友
愛
会
の
組
織
と
実
態
」
、
京
大
『
人
文
学
報
」
第
十
八
号
、
参
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足
尾
銅
山
に
お
け
る
大
正
八
年
の
大
争
議
は
、
飯
場
制
度
を
窮
地
に
追
い
込
ん
だ
。
他
方
明
治
四
十
年
暴
動
前
の
鉱
夫
労
働
組
合
運
動
の
高
揚
が
、
友
子
を
活
気
づ
け
、
友
子
の
飯
場
頭
か
ら
の
自
立
化
を
生
み
出
し
た
よ
う
に
、
大
正
八
年
の
大
争
議
は
、
飯
場
組
合
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
山
中
委
員
制
度
を
廃
止
さ
れ
、
著
し
く
萎
縮
さ
せ
ら
れ
た
友
子
制
度
を
再
び
自
立
的
に
し
、
友
子
制
度
を
元
の
制
度
に
回
復
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
を
生
み
出
し
た
。
足
尾
銅
山
の
鉱
業
所
の
資
料
は
、
経
営
者
が
大
正
八
年
三
月
の
鉱
夫
労
働
組
合
の
攻
勢
と
大
争
議
の
発
生
に
大
き
な
驚
き
を
示
し
、
（１） 
「
大
正
八
年
秋
騒
擾
二
先
ダ
チ
之
ガ
改
善
ヲ
ナ
シ
」
と
述
べ
、
飯
場
制
度
ひ
い
て
は
坑
夫
飯
場
組
〈
口
の
あ
り
方
を
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
吐
露
し
て
い
る
。
（２） 
資
料
は
、
大
正
八
年
十
月
に
第
一
次
改
革
、
同
九
年
一
二
月
に
第
二
次
改
革
を
実
施
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
第
一
次
改
革
は
、
「
鉱
夫
飯
場
組
合
規
約
ノ
改
正
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
第
二
次
改
革
は
、
飯
場
制
度
の
廃
止
を
前
提
に
し
た
鉱
夫
飯
場
組
合
の
一
鉱
夫
組
合
」
へ
の
改
編
で
あ
り
、
ま
た
鉱
夫
飯
場
組
合
下
の
友
子
制
度
の
鉱
夫
組
合
下
の
友
子
制
度
へ
の
改
編
で
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
大
正
八
年
十
月
に
鉱
夫
飯
場
組
合
が
ど
の
よ
う
に
改
革
さ
れ
た
か
、
そ
れ
は
友
子
制
度
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
与
え
た
か
を
検
討
（
、
）
な
お
明
治
四
十
年
の
「
坑
夫
飯
場
組
合
」
に
た
い
し
、
大
正
八
年
の
改
革
対
象
で
あ
っ
た
組
合
を
「
鉱
夫
飯
場
組
合
」
と
呼
び
た
い
。
当
局
の
資
料
も
ほ
ぼ
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
（
、
）
従
業
員
団
体
の
概
念
は
、
私
の
知
る
限
り
故
左
合
藤
三
郎
氏
が
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
。
氏
に
よ
れ
ば
、
従
業
員
団
体
は
、
単
な
る
工
場
委
員
会
や
会
社
組
合
で
は
な
く
、
企
業
内
の
労
務
者
包
括
団
体
で
あ
り
、
労
資
協
調
団
体
で
あ
り
、
私
流
に
言
え
ば
、
日
本
的
な
企
業
内
労
務
組
織
で
あ
る
。
同
氏
「
大
正
期
三
菱
鉱
業
に
お
け
る
従
業
員
団
体
概
要
」
、
秀
村
選
三
先
生
御
退
官
記
念
論
文
集
『
西
南
地
域
の
史
的
展
開
』
所
収
、
四
四
九
頁
参
照
。
②
鉱
夫
飯
場
組
合
の
改
革
と
友
子
制
度
の
回
復
足尾銅山における友子制度の変遷（下） （７） 322 
か
く
し
て
足
尾
銅
山
の
友
子
は
、
大
正
八
年
以
降
労
働
組
合
の
運
動
基
盤
と
し
て
の
方
向
と
企
業
内
化
し
た
反
労
働
組
合
の
従
業
員
団
体
の
二
つ
の
方
向
に
一
層
分
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
友
子
鉱
夫
の
有
力
者
は
、
一
方
で
は
労
働
組
合
の
活
動
家
に
な
り
、
他
方
で
は
企
業
内
化
し
た
友
子
制
度
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
活
動
家
に
な
っ
て
い
っ
た
。
次
に
、
鉱
夫
飯
場
組
合
の
改
革
を
具
体
的
に
見
る
こ
（５） 
壱ｂない。
鉱業所の資料は、鉱夫飯場組合規約の主な改革点を三点あげている。第一に「各飯場ヨリーー名宛ノ評議委員ヲ選
出
」
さ
せ
、
「
評
議
委
員
会
」
を
開
き
、
鉱
夫
の
利
害
問
題
を
「
審
議
」
さ
せ
る
、
第
二
に
組
合
の
会
計
を
監
査
さ
せ
る
、
第
三
に
新
（３） 
たに理事会、評議委員会、監査を設け、「鉱夫一般の意志ヲ尊重シ、：．…其ノ意志ヲ鉱業所二伝達セシム」。
結
論
を
先
に
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
改
革
は
、
飯
場
制
度
を
縮
小
し
、
萎
縮
さ
れ
片
肺
化
さ
れ
た
友
子
制
度
を
元
の
制
度
に
復
活
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
で
は
何
故
こ
の
時
期
に
失
わ
れ
た
友
子
制
度
の
一
部
が
復
活
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点について鉱業所の担当職員は、「現在ノ諸般ノ状況ヨリ考フル一一鉱夫代表者ヨリ相談役ヲ人レサルトキハ納リガ
（４） 
付クマジ」と述べ、鉱夫が友子の民主化・鉱夫代表の選出を要求している状況をよく一水している。
この改革の実施された理由は、’一一つあると考えられる。一つは、友子を伝統的な形に戻すことによって、友子鉱
夫
の
不
満
を
解
消
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
改
革
は
同
時
に
「
飯
場
割
」
の
廃
止
と
言
う
飯
場
制
度
の
大
幅
な
改
革
と
並
行
し
て
お
り
、
鉱
夫
の
飯
場
制
度
へ
の
不
満
を
解
消
し
労
資
関
係
の
円
満
化
を
計
ろ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
第二の理由は、そうする事によって、友子を労働組合から切り放し、企業内の従業員組織としての性格を強化し、
労
働
組
合
の
浸
透
を
防
ぐ
防
波
堤
に
し
よ
う
と
し
た
事
に
あ
る
。
第
三
の
理
由
は
、
友
子
制
度
を
存
在
さ
せ
て
い
た
客
観
的
な
根
拠
が
ま
だ
多
分
に
残
っ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
（８） 321 
鉱
夫
飯
場
組
合
は
、
一
一
つ
の
側
面
を
も
っ
て
い
た
。
一
つ
は
、
各
坑
の
組
合
の
支
部
と
も
言
う
べ
き
各
飯
場
の
レ
ベ
ル
の
組
合
、
も
う
一
つ
は
そ
れ
ら
が
統
一
し
て
組
織
さ
れ
て
い
る
組
合
で
あ
る
。
も
っ
と
も
前
者
の
部
面
は
、
明
治
四
十
年
の
飯
場
組
合
の
設
立
の
際
に
は
、
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
た
規
定
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
ず
全
体
と
し
て
の
鉱
夫
飯
場
組
合
の
規
定
を
み
て
み
よ
う
。
今
こ
こ
に
大
正
八
年
十
二
月
に
改
正
さ
れ
た
「
鉱
夫
飯
場
組
合
規
（６） 
約
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
基
本
的
な
規
定
に
つ
い
て
は
明
治
四
十
年
に
提
起
さ
れ
た
坑
夫
飯
場
組
合
規
約
と
変
わ
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
改
正
後
の
鉱
夫
飯
場
組
合
の
基
本
的
性
格
は
、
組
織
的
に
は
、
相
変
わ
ら
ず
鉱
業
所
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
飯
場
頭
に
よ
て
互
選
さ
れ
る
組
合
長
に
統
括
さ
れ
る
組
織
で
あ
っ
た
。
ま
た
組
合
の
目
的
の
面
で
も
第
二
條
で
規
定
し
て
い
る
よ
う
に
「
各
飯
場
二
於
ケ
ル
鉱
夫
ノ品性ノ向上、福祉ノ増進、就業ノ奨励、其他鉱夫ノ利害一一関スル重要ナル事項ヲ攻究シ之ガ実行一一努メ且鉱業所
及
其
他
二
対
シ
飯
場
所
属
鉱
夫
全
部
ヲ
代
表
シ
相
互
ノ
意
志
ノ
疎
通
ニ
努
ム
ル
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
規
約
上
で
特
に
変
わ
っ
た
の
は
、
組
合
の
具
体
的
な
活
動
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
三
條
は
「
本
組
合
ハ
常
一
一
左記事項ヲ実行ス」として、五つの事項を掲げている。
。
、
各
飯
場
所
属
鉱
夫
ヲ
代
表
シ
鉱
業
所
二
請
願
又
ハ
上
申
ヲ
為
ス
。
二、鉱業所ノ達又ハ告示ヲ鉱夫二伝達ス。
三
、
飯
場
組
合
規
約
施
行
細
則
及
飯
場
申
合
規
約
ヲ
定
メ
各
飯
場
ヲ
シ
テ
之
ヲ
遵
守
セ
シ
ム
。
四
、
山
中
交
際
鉱
夫
ノ
交
際
事
務
ヲ
掌
理
ス
。
五、……’一一飯場組合連合会ヲ開催シ重要案件ニッキ歩調ヲ一一一シ相互補佐ヲナス。
」
（７） 
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
従
来
の
規
約
で
は
、
組
ム
ロ
の
目
的
、
実
行
す
べ
き
事
項
に
必
ず
し
も
友
子
の
活
動
を
明
確
に
表
現
し
て
い
と
に
し
よ
う
。
足尾銅山における友子制度の変遷（下） （９） 320 
組合の財政の面でも友子制度の回復が明確である。すなわち第十二條は「本組合ノ経費ハ」「｜、山中交際費／
一一、事務員給料及手当／三、諸雑費」とし、従前の規定と変わらないが、会費の徴収については改正規定が、「本
組合ノ経常及臨時費ハ」「｜、山中交際坑夫ノ人員一一応ジテ毎月各飯場ノ拠出スル金額」（これは友子鉱夫飯場の場
戻
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
な
か
っ
た
が
、
改
正
規
約
で
は
、
「
山
中
交
際
鉱
夫
の
交
際
事
務
」
を
処
理
す
べ
き
で
あ
る
と
明
確
に
規
定
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
鉱
夫
飯
場
組
合
の
改
正
が
、
友
子
の
活
動
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
改
正
は
、
役
員
制
度
の
面
で
著
し
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
第
四
條
は
、
「
左
の
役
員
」
「
組
合
長
一
名
／
理
事
若
干
名
／
評
議
員
若
干
名
／
相
談
役
四
名
／
監
査
三
名
／
事
務
員
一
名
」
を
置
く
と
規
定
し
て
い
る
。
新
た
に
理
事
と
評
議
員
と
監
査
の
役
員
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
訳
で
あ
る
。
理
事
は
、
第
六
條
に
よ
れ
ば
、
「
各
飯
場
頭
役
ヲ
以
テ
之
二
充
シ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
飯
場
頭
から選出され、かつ組合長を互選する（第五條）。
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
、
「
評
議
員
」
制
度
の
導
入
で
あ
る
。
第
七
條
は
「
評
議
員
ハ
各
飯
場
二
於
テ
別
表
定
ム
ル
所
二
従
イ
鉱
夫
中
ヨ
リ
之
ヲ
選
挙
シ
任
期
ヲ
六
カ
月
ト
シ
再
選
ヲ
妨
ゲ
ズ
」
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
十
一
條
は
「
組
合
長
ハ
毎
月
一
回
定
時
評
議
員
会
ヲ
招
集
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
改
革
は
、
明
ら
か
に
初
め
の
「
坑
夫
飯
場
組
合
」
が
廃
止
し
て
し
ま
っ
た
友
子
の
「
山
中
委
員
」
制
度
を
復
活
し
た
も
の
と
解
せ
る
。
後
の
「
鉱
夫
組
合
」
の
分
析
で
示
す
よ
う
に
、
飯
場
組
合
の
中
に
押
し
込
め
ら
れ
た
友
子
は
、
大
争
議
の
過
程
で
自
己
主
張
を
強め、山中委員制度の復活を強く要求したのである。
更
に
従
来
存
在
し
な
か
っ
た
「
監
査
」
制
度
を
設
け
、
第
九
條
は
「
理
事
ヨ
リ
一
名
評
議
員
中
ヨ
リ
ニ
名
ヲ
各
別
二
互
選
」
（
任
期
六
カ
月
）
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
も
組
合
長
の
会
計
に
対
す
る
鉱
夫
の
監
視
を
認
め
た
も
の
で
あ
り
、
友
子
の
会
計
制
度
に
(１０） 319 
（９） 
規定１と同じである。
合）と「二、各飯場所属人員一一応シ毎月拠出スル金額」（これは非友子飯場の場合）の一一通りに分けている。改正
規
約
で
は
、
明
ら
か
に
友
子
の
会
員
数
に
応
じ
て
会
費
を
徴
収
す
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
鉱
夫
飯
場
組
合
は
、
友
子
鉱
夫
と
非
友
子
鉱
夫
が
と
も
に
加
盟
し
、
友
子
鉱
夫
は
独
自
の
飯
場
を
構
成
し
、
自
ら
非
友
子
鉱
夫
と
区
別
し
て
生
活
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
改
正
規
約
は
、
こ
れ
を
は
っ
き
り
明
記
し
た
点
に
意
味
が
あ
る
。
さて次に、改正後の飯場レベルでの組合について見てみよう。既に見たように、明治四十年に坑夫飯場組合が設
立
さ
れ
た
時
に
は
、
細
則
と
し
て
「
坑
夫
組
合
申
合
規
約
」
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
改
正
後
に
は
改
正
前
の
「
坑
夫
組
合
申
合
規
約」が二つに分裂して、二通りの細則が作られた。「鉱夫飯場組合規約施行規則」と「鉱夫飯場申合規約」である。
前者は、鉱夫飯場組合全体の活動についての細則規定であり、後者は、鉱夫飯場組合の単位組織となっている飯場
内
で
の
活
動
に
つ
い
て
の
細
則
規
定
で
あ
る
。
両
者
は
、
同
一
の
側
面
と
異
な
っ
た
側
面
を
も
っ
て
い
る
。
（８） 
まず大正八年の「鉱夫飯場組合規約施行細則」と改正前の「坑夫飯場申〈ロ規約」を比較してみよう。改正規約に
よ
っ
て
坑
夫
飯
場
組
合
の
中
の
友
子
制
度
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
が
よ
く
わ
か
る
。
第一の変化は、改正前にあった第四条の「飯場割」、「坑夫一人ニ付一円」の規定と第五條の「飯場割ハ左ノ諸費
一一充シ」と言う飯場割の使途規定が改正規約には無くなっている事である。その代わり後者には第三十三條に「組
合費トシテ山中交際坑夫ハー人ニッキ毎月金十銭ヲ拠出スル」と規定している。この十銭はあくまで組合全体とし
て
行
う
「
山
中
交際」のための費用であり、飯場交際のための費用を含んでいない。そして第三十四條は、相変わら
ず
所
有
者
「
不
明
」
の
叺
入
「
鉱
石
」
が
組
合
の
収
入
に
な
る
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
、
明
治
四
十
年
以
前
の
友
子
規
約
の
改
正
に
よ
っ
て
友
子
の
会
費
と
飯
場
の
経
費
の
一
部
を
合
わ
せ
た
「
飯
場
割
」
が
無
く
な
っ
た
こ
と
は
、
飯
場
の
機
能
に
係
わ
る
経
足尾銅山における友子制度の変遷（下） (Ｊ１） 318 
と
こ
ろ
が
改
正
後
の
規
定
で
は
、
飯
場
内
で
の
友
子
の
活
動
に
つ
い
て
規
定
が
よ
り
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
第
一
に
、
改
正
後
の
「
申
合
規
約
」
は
、
第
二
條
で
「
鉱
夫
ノ
拠
出
ス
ル
交
際
金
ハ
一
人
毎
月
金
四
十
銭
ト
ス
」
と
規
定
し
て
い
る
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
改
正
前
に
は
友
子
会
費
と
飯
場
経
費
の
合
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
「
飯
場
割
」
が
一
円
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
ち
な
み
に
大
正
八
年
の
「
鉱
夫
飯
場
組
合
施
行
細
則
」
で
は
、
第
四
條
か
ら
十
八
條
ま
で
が
奉
願
帳
、
寄
付
帳
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
り
、
そ
の
内
第
十
三
條
は
、
交
際
鉱
夫
死
亡
時
の
会
葬
規
定
で
あ
り
、
第
十
七
條
は
浪
人
へ
の
「
附
合
料
」
年
一
回
限
り
の
贈
与
規
定
で
あ
る
。
第
十
九
條
か
ら
二
十
九
條
は
、
主
に
取
立
制
度
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
後
に
再
論
す
る
。
こ
の
「
細
則
」
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
規
定
が
友
子
鉱
夫
に
限
っ
て
の
規
定
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
四條は「奉願帳又ハ寄付帳ハ交際坑夫二対シテノミ作成スル」と規定している。第十七條は、「村方坑夫」には浪
人
附
合
料
を
贈
与
し
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
さ
ら
の
規
定
は
、
鉱
夫
飯
場
組
合
の
中
で
友
子
機
能
が
友
子
以
外
の
鉱
夫
、
通
常
村
方
と
呼
ば
れ
る
鉱
夫
に
ま
で
拡
大
し
た
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
、
友
子
を
純
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
事
を
意
味
し
て
い
る
。
（、）
次に改正後の「鉱夫飯場申合規約」と改正前の「坑夫飯場申〈口規約」と比較して見よう。この規定は、飯場内の
友子の活動を規定したものであるが、改正前には、飯場内の友子の活動は、制限されていたため、規約上では余り
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
費
が
抹
殺
さ
れ
、
逆
に
友
子
の
機
能
と
そ
れ
に
係
わ
る
経
費
だ
け
が
残
っ
た
と
言
う
事
な
の
で
あ
る
。
第
二
の
変
化
は
、
友
子
の
活
動
に
つ
い
て
の
規
定
が
、
改
正
前
の
規
約
で
は
大
雑
把
で
あ
っ
た
の
に
、
改
正
規
約
で
は
非
常
に
詳
し
く
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
四
十
年
の
坑
夫
飯
場
組
合
の
設
立
に
よ
っ
て
友
子
制
度
が
飯
場
制
度
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
組
織
的
に
も
機
能
的
に
も
縮
小
さ
れ
た
の
に
対
し
、
改
正
後
は
、
飯
場
制
度
が
後
退
し
て
友
子
制
度
が
公
然
と
復
活
し
た
込められ、組織鵠
こ
と
を
意
味
す
る
。
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言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
友
子
の
活
動
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
で
は
な
い
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
一
條
が
、
「
本
飯
場
所
属
鉱
夫
ハ
別
交
際
ヲ
廃
止
シ
、
本
規
約
ニ
ョ
リ
相
互
共
済
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
述
べ
、
別
交
際
す
な
わ
ち
各
飯
場
独
特
の
交
際
を
止
め
、
各
飯
場
共
通
の
規
定
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
以上のように、鉱業所は、大正八年の改正で明らかに飯場制度を犠牲にして鉱夫の不満を解消し、その代わり友
子
制
度
を
救
済
し
復
活
し
て
鉱
夫
の
主
張
を
取
り
入
れ
る
制
度
を
強
化
し
、
全
体
と
し
て
鉱
夫
の
意
志
疎
通
を
円
滑
に
し
、
鉱
夫
の
合
理
的
統
括
を
計
ろ
う
と
し
た
事
が
分
か
る
。
こ
の
「
交
際
金
」
は
、
飯
場
内
交
際
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
第二に、改正規約では、第三條は、「飯場交際金」は「イ、祝儀（出産、取立、入営）／ロ、香典（本人又ハ家族
死亡ノ場合）／ハ、饅別／一一、傷病者見舞金／ホ、飯場事務所用雑費」のような「飯場交際」に使用せよと規定し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
経
費
は
、
友
子
が
、
飯
場
内
で
活
動
す
る
時
の
費
用
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
第
四
條
は
、
具
体
的
に
交
際
金
の
支出を規定している。すなわち取立、出産の祝儀、香典、賎別、傷病者への見舞金、奉願帳などの金額を規定して
いる。ＦＦＴ官百丁注
、､ダﾐーン、=／且.〆起=〆、=〆
「大正十年度足尾使用人問題調」、左合藤三郎編『飯場制度関係資料』、二四七頁。
同上書、二四七’八頁。
同
上
書
、
二
四
七
頁
。
同上書、一七二頁。
この点については、友子制度の消滅の節で検討したい。
左合編『飯場制度関係資料』、一一三七頁以下。全文は旧規約と比べ全体として書き改められている。
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鉱
業
所
は
、
労
働
組
合
と
の
約
束
も
あ
り
、
ま
た
自
ら
そ
の
必
要
を
感
じ
て
大
正
九
年
三
月
に
飯
場
制
度
を
廃
止
し
た
。
飯
場
制
度
の
廃
止
は
、
鉱
夫
飯
場
組
合
を
無
意
味
化
し
た
。
鉱
業
所
は
、
飯
場
制
度
の
廃
止
に
対
応
さ
せ
て
、
鉱
夫
飯
場
組
合
を
別
の
組
織
に
再
編
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
鉱
業
所
は
、
こ
の
段
階
に
及
ん
で
も
、
友
子
の
存
在
に
着
目
し
、
友
子
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
な
く、飯場制度に代わって、友子の自治性を前面に出して、鉱夫の自主性を掘り起こすように、「鉱夫飯場組合」を
「鉱夫組合」に改編した。
（１） 
たびたび引用した「足尾使用人問題調」（大正十年度）と一一一三う鉱業所の資料は、鉱夫飯場組合に代わって鉱夫組
合を組織したと述べ、「鉱夫組合」の内容を詳しく伝えている。鉱夫組合は、「採鉱夫組合」と「用度課職夫組及組
合」の二種が設立されたが、友子に関連するのは、前者であった。ここでは採鉱夫組合だけを問題にしたい。
（２） 
鉱夫組合は、従来通り一二つの側面から構成されていた。まず第一の側面である「鉱夫組」の問題から分析したい。
かっての飯場は「組」となり、飯場の単位組織は、「鉱夫組」と呼ばれた。資料は、「鉱夫組ハ鉱夫組合ノ｜単位ニ
シ
テ
鉱
夫
ノ
自
治
的
自
助
団
体
ナ
リ
」
、
鉱
夫
は
こ
の
組
に
属
し
、
世
話
役
の
「
監
督
取
締
」
を
う
け
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
組
の
目
的
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
（７） 
（８） 
（９） 
（皿）(3) 
同
上
書
、
六
六
頁
、
「
本
山
坑
夫
飯
場
組
合
規
程
」
第
六
條
参
照
。
同
上
書
、
二
四
一
頁
以
下
参
照
。
本稿一の三を参照。
左
合
編
前
掲
書
、
一
七
四
頁
以
下
参
照
。
飯
場
制
度
の
廃
止
と
「
鉱
夫
組
合
」
下
の
友
子
制
度
の
展
開
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鉱
夫
組
合
の
目
的
は
、
明
ら
か
に
労
働
組
合
の
よ
う
に
専
ら
労
働
条
件
の
改
善
を
雇
用
主
に
要
求
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
友
子
が
掲
げ
、
飯
場
が
掲
げ
た
鉱
夫
の
一
致
共
同
、
親
睦
、
相
互
扶
助
、
福
祉
増
進
、
作
業
奨
励
で
あ
る
。
特
に
作
業
奨
励
、
「
能
率
ヲ
増
進
」
す
る
な
ど
は
、
経
営
者
の
意
図
と
一
致
し
て
お
り
、
友
子
の
職
業
倫
理
と
飯
場
の
任
務
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
点
が
、
鉱
夫
組
合
は
飯
場
の
機
能
を
引
継
ぎ
、
友
子
の
機
能
を
内
包
し
た
鉱
夫
の
労
務
統
括
組
織
だ
、
と
わ
わ
れ
わ
れ
が
指
摘
す
る
所
謂
で
あ
る
。
（３） 
しかしだからと一一一一口って、友子は、全く労務組織に転化してしまったと主張することは妥当ではない。友子は、友
子
の
独
自
性
を
あ
る
程
度
維
持
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
友
子
と
言
う
伝
統
的
な
同
職
組
合
の
根
強
い
生
命
力
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
、
次
項
で
検
討
し
た
い
。
鉱
夫
組
合
の
会
費
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
組
員
ハ
組
及
組
合
ノ
経
費
及
交
際
費
二
充
ツ
ル
為
毎
月
拠
金
ス
ル
」
、
そ
れ
は
「
三
十
銭
乃
五十銭」であると記されている。
こ
こ
で
は
、
暴
動
前
か
ら
二
重
取
り
さ
れ
て
い
た
友
子
の
会
費
・
交
際
費
が
一
括
さ
れ
て
徴
収
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
組
の
役
員
に
つ
い
て
は
、
「
組
ニ
ハ
世
話
役
一
名
、
組
委
員
若
干
名
、
組
総
代
二
名
ヲ
置
ク
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
「
世
話
役
ハ
人
望
・
力
量
ア
ル
者
ヨ
リ
鉱
業
所
之
レ
ヲ
選
任
ス
」
と
あ
り
、
鉱
夫
飯
場
組
合
の
パ
タ
ー
ン
は
崩
さ
れ
て
い
な
い
。
「
委
員
ハ
組
員
大
凡
十
五
名
に
付
キ
ー
名
ノ
割
合
ヲ
以
テ
…
…
選
挙
」
し
、
選
挙
資
格
者
は
、
満
六
ヶ
月
以
上
勤
務
の
十
八
歳
以
上
の
男
子
「
組
合
員
」
で
あ
る
。
委
員
の
被
選
挙
資
格
は
、
勤
続
二
年
以
上
の
二
十
五
歳
以
上
の
男
子
で
あ
る
。
や
や
厳
し
い
規
定
だ
が
、
委
員
厳
選
の
意
図
が
窺
え
る
。
二
名
の
組
総
代
は
、
こ
の
委
員
か
ら
「
互
選
」
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
企図スルニアリ。」
「現時ノ組ハ従来ノ飯場卜観念二於テ何等異ナル処ナク、其目的トスル所ハ組員ノ一致共同・相互ノ親睦ヲ敦
ク
シ
、
公
私
両
生
活
ノ
円
満
ナ
ル
発
達
ヲ
図
リ
、
福
祉
を
増
進
シ
、
作
業
ヲ
奨
励
シ
、
以
テ
産
業
ノ
発
達
卜
日
常
生
活
ノ
向
上
ト
ヲ
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相
談
役
も
評
議
員
か
ら
選
ば
れ
た
が
、
資
料
の
説
明
で
は
、
世
話
役
か
ら
何
人
選
ば
れ
る
の
か
明
か
で
は
な
い
。
監
査
も
評
議
員
か
ら
選
ば
れ
た
が
、
世
話
役
か
ら
一
人
、
総
代
か
ら
二
人
で
あ
っ
た
。
役員の任務は、「組合長ハ本組合ヲ代表シ、事務ヲ掌握シ、評議員会一一於テ議長トナリ、其ノ決議ヲ実行スル」、
「評議員ハ評議員会一一於テ重要事項ヲ審議決定スル」、「相談役ハ常務執行二付組合長ヲ補佐」する、「監査ハ組合ノ
会
計
ヲ
監
査
ス
ル
」
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
組
の
組
織
は
、
世
話
役
の
も
と
に
委
員
会
が
置
か
れ
て
い
る
。
世
話
役
は
、
「
組
ノ
代
表
者
」
と
し
て
組
の
目
的
を
果
た
し
、
ま
た
「毎月一回以上委員会ヲ招集」し「議長」として組内の「事柄ヲ相談」する。委員会は、「｜、総代ヲ選挙シ、二、
会
計
ヲ
監
査
シ
、
三
、
本
組
ノ
重
要
事
項
二
関
シ
テ
世
話
役
ヲ
補
佐
シ
テ
相
談
シ
又
ハ
取
極
メ
ヲ
ナ
ス
」
。
委
員
の
任
期
は
、
当
初
六ヶ月であったが、大正十一年頃から一年になった。この仕組は、友子の山中委員制と同じである。鉱夫組は、本
山
、
小
滝
、
通
洞
の
三
つ
の
坑
で
各
々
一
つ
の
「
鉱
夫
組
合
」
を
組
織
し
て
い
た
。
こ
れ
が
本
来
の
組
合
で
あ
り
、
組
は
、
い
わ
ば
組
合の支部であった。しかし友子は、二つの組織レベルでそれぞれ特異な活動を行っていたので、注意を要する。
各
坑
の
組
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
組
合
規
約
を
作
り
、
組
の
目
的
と
さ
れ
た
も
の
と
同
じ
目
的
に
従
っ
た
活
動
を
行
っ
た
。
組
合
の
役
員
は
、
「
組
合
長
一
名
、
評
議
員
若
干
名
、
相
談
役
四
名
、
監
査
三
名
、
及
事
務
員
若
干
名
」
で
あ
り
、
事
務
員
が
複
数
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
除
け
ば
、
従
来
の
鉱
夫
飯
場
組
合
の
役
員
構
成
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
役員の選出についても鉱夫飯場組合の場合と同じである。すなわち「組合長ハ評議員会一一於テ鉱夫組世話役タル
評
議
員
中
ヨ
リ
之
ヲ
選
挙
」
し
た
。
任
期
は
一
年
で
あ
っ
た
。
評
議
員
会
は
、
「
所
属
鉱
夫
組
世
話
役
並
ビ
ニ
総
代
ヲ
以
テ
之
二
充
」
て
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
友
子
の
山
中
委
員
の
制
度
を
引
き
継
い
だ
鉱
夫
飯
場
組
合
の
代
議
制
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わかる。
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以
上
の
よ
う
に
、
「
鉱
夫
組
合
」
は
、
鉱
夫
の
意
見
を
汲
み
上
げ
る
意
志
疎
通
機
関
と
し
て
は
、
友
子
の
民
主
的
な
伝
統
を
引
継
ぎ
、
一
応
民
主
的
な
形
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
例えば、三井鉱山庶務課長の「足尾労働視察報告」（大正十年六月）は、「足尾ノ組合ノ最高機関タル評議員ノ｜
（４） 
半
ハ
、
純
然
夕
ル
鉱
夫
ノ
複
選
ニ
カ
カ
リ
、
…
…
我
社
ノ
共
愛
組
合
ヨ
リ
モ
遥
カ
ニ
平
民
的
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
て
こ
の
様
な
「鉱夫組合」のもとで友子制度は、如何に編成されたのであろうか。先の資料は、「鉱夫組合」における友子の活動
（５） 
を
「
鉱
夫
交
際
」
と
し
て
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
採
坑
課
所
属
鉱
夫
ハ
組
規
約
二
基
キ
組
員
相
互
間
ノ
親
睦
卜
救
済
ヲ
図
リ
ッ
ッ
ア
ル
ト
同
時
一
一
、
他
方
二
於
テ
ハ
鉱
夫
間
在
来
ノ
習
慣
ニ
拠
り
所
謂
友
子
救
済
ヲ
為
シ
ッ
ッ
ア
リ
」
と
は
っ
き
り
指
摘
し
て
評議員会は、「毎月一回以上開催シ各自腹蔵ナク意見ヲ交換シテ相互ノ了解ヲ計」り、「評議員定数三分ノ｜以上
ノ請求アリタルトキハ臨時評議員会ヲ開」き、「鉱業所員ハ評議員会一一出席シテ意見ヲ述ブルコトヲ得」とある。
全
山
的
な
問
題
は
「
鉱
夫
組
合
連
合
会
」
に
付
託
さ
れ
た
。
次
に
連
合
会
に
つ
い
て
み
る
と
、
本
山
、
小
滝
、
通
洞
の
三
組
合
が
連
合
会
を
組
織
し
、
毎
月
一
回
会
議
を
開
催
し
、
「
全
山
採
鉱
夫
ノ
共
通
ノ
利
害
ヲ
有
ス
ル
重
要
事
項
二
付
組
合
共
同
シ
テ
相
攻
究
シ
之
ガ
実
施
ニ
務
メ
、
且
シ
組
合
相
互
間
並
二
組
合
卜
鉱
業
所
ト
ノ意志ノ疎通ヲ図ル」と記している。
組
織
の
基
本
構
造
は
、
鉱
夫
飯
場
組
合
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
但
し
鉱
夫
飯
場
組
合
の
規
約
で
は
、
鉱
業
所
員
の
評
議
員
会
へ
の
出
席
に
つ
い
て
の
規
定
は
な
か
っ
た
が
、
改
正
後
は
、
彼
ら
の
出
席
を
認
め
た
。
こ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
鉱
業
所
の
干
渉
の
強
化
で
あ
ろ
う
。
いる。鉱夫
組
合
の
会
費
は
、
既
に
指
摘
し
た
が
「
三
十
銭
乃
至
五
十
銭
」
と
暖
昧
だ
っ
た
の
は
、
一
一
通
り
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
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ち、組員は、「非交際鉱夫」と「交際鉱夫」に分かれ、会費は、前者が四十銭、後者は五十銭であった。
資料によれば、「交際鉱夫トハ組交際以外二山中交際（友子交際）ヲモ兼行う者」であり、「非交際鉱夫トハ組交
際
二
止
」
ま
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
友
子
鉱
夫
は
、
十
銭
だ
け
余
計
に
支
払
っ
て
い
る
が
、
そ
の
十
銭
の
内
訳
は
「
参
銭
乃
至
四
銭
ハ
組合費、七銭乃至六銭ハ救仙費」である。ここではっきりしている事は、鉱夫組合の中に友子組合があったと言う
ことである。友子制度は鉱夫組合の中に変則的にしる明確に存在していたと言うのが私の見解である。
しかし誤解のないように次の点を指摘しておかなけれならない。ここで友子以外の「組交際」と言うのは、実は
本
来
友
子
の
交
際
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
友
子
の
飯
場
内
で
の
交
際
が
非
友
子
の
飯
場
内
の
交
際
と
し
て
波
及
し
た
も
の
で
あ
る
。
で
あ
るから、鉱夫交際の中で友子交際の部分は、その一部、会費の割合で言えば五十銭分の十銭であると一一一一口う訳ではな
い
。
む
し
ろ
話
は
逆
で
あ
る
。
つ
ま
り
非
友
子
鉱
夫
は
、
友
子
が
飯
場
組
合
に
包
摂
せ
れ
て
か
ら
飯
場
内
ま
た
は
鉱
夫
組
合
に
な
っ
て
からは組内部で、友子と同じように扱われるようになったのである。しかし彼らは、山中交際すなわち組の枠を超
え
た
友
子
の
交
際
に
は
参
加
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
し
取
立
を
せ
ず
に
鉱
夫
を
友
子
と
し
て
扱
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
全
国
各
地
の
鉱
山
の
友
子
か
ら
糾
弾
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
飯
場
内
や
組
内
だ
け
で
友
子
の
真
似
ご
と
を
や
っ
て
も
他
の
鉱
山
に
な
ん
の
影
響
も
無
か
っ
た
か
ら
非
難
さ
れ
る
事
も
な
か
っ
た
。
友
子
と
言
う
も
の
は
そ
う
言
う
も
の
で
あ
っ
た
。
で
は
具
体
的
に
「
鉱
夫
交
際
」
と
は
ど
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
ま
ず
会
計
的
に
見
て
み
る
と
、
「
組
合
交
際
金
」
す
な
わ
ち
会
費
は
「
交
際
費
（
祝
儀
、
香
典
、
饅
別
、
及
傷
病
者
見
舞
金
）
及
組
事
務
所
用
雑
費
（
木
炭
、
提
灯
、
蝋
燭
、
畳
及
障
子
張
替
、
其
他
の諸雑費）」に使用するとある。ここでも問題は、基本は友子の活動費と非友子鉱夫を含んだ鉱夫組合の会計が混
然
一
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
小
滝
坑
の
「
鉱
夫
組
合
ハ
組
合
員
全
部
交
際
鉱
夫
」
だ
っ
た
の
で
一
種
類
の
帳
簿
で
良
か
っ
た
の
で
あ
り
、
本
山
、
通
洞
の
二
坑
の
組
合
は
、
「
採
鉱
夫
組
合
及
交
際
坑
夫
組
合
」
の
二
重
の
帳
簿
が
必
要
で
あ
っ
た
。
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（６） 
語の復活がみ》られる。
資
料
は
、
本
来
の
友
子
の
山
中
交
際
と
非
友
子
の
交
際
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
山
中
交
際
ハ
前
記
鉱
夫
交
際
干
係
ヲ
組
織
シ
、
所
謂
友
子
間
ノ
相
互
救
済
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ナ
リ
。
之
し
数
百
年
来
ノ
歴
史
ヲ
有
ス
ル
鉱
夫
独
特
ノ
美
風
ナ
リ
。
従
来
山
中
交
際
ヲ
為
ス
モ
ノ
ハ
友
子
交
際
二
加
盟
セ
ル
坑
夫
、
即
チ
坑
夫
二
取
立
ラ
レ
タ
ル
者
ノ
ミ
ナ
リ
シ
ガ
、
當
今
一
一
於
テ
ハ
必
ズ
シ
モ
取
立
坑
夫
二
非
ズ
ト
雌
モ
之
二
加
入
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
、
即
チ
数
年
前
ヨ
リ
小
滝
二
於
テ
ハ
組
所
属
鉱
夫
全
部
ヲ
（
選
鉱
組
所
属
ヲ
除
ク
）
加
入
セ
シ
メ
ン
ト
シ
ッ
ッ
ア
リ
」
こ
の
指
摘
が
事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
本
山
、
通
洞
の
両
坑
で
は
、
友
子
だ
け
の
交
際
が
維
持
さ
れ
、
小
滝
坑
で
は
、
友
子
制
度
か
ら
み
れ
ば
不
当
に
も
友
子
の
交
際
が
非
友
子
の
採
鉱
夫
に
ま
で
拡
大
さ
れ
て
い
た
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
小
滝
坑
で
は
、
古
典
的
な
友
子
組
織
が
原
理
的
に
崩
れ
、
変
型
化
を
一
層
強
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
鉱
夫
交
際
の
事
務
は
、
「
採
鉱
夫
組
合
一
一
於
テ
便
宜
之
ヲ
取
扱
上
、
交
際
坑
夫
事
務
所
二
於
テ
取
扱
ヒ
ッ
ッ
ァ
リ
」
と
あ
る
。
こ
の
暖
昧
な
表
現
の
真
意
は
、
「
十
数
年
間
鉱
夫
交
際
二
関
ス
ル
事
務
ハ
鉱
夫
組
合
事
務
所
二
於
テ
取
扱
ヒ
シ
ツ
ア
リ
シ
ナ
リ
。
然
ル
ー
今
回
之
ヲ
鉱
夫
自
身
ノ
手
二
移
サ
ン
ト
シ
テ
一
部
ノ
者
ガ
該
問
題
ヲ
惹
起
セ
リ
」
と
言
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
「
山
中
箱
元
」
の
よ
う
な
交
際
事
務
所
を
復
活
し
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
は
、
友
子
の
中
に
従
来
の
友
子
に
純
化
し
て
い
こ
う
と
す
る
勢
力
が
根
強
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
事
実
こ
の
時
期
に
な
っ
て
、
鉱
夫
交
際
所
の
用
山
中
交
際
と
し
て
何
を
行
っ
た
か
は
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
で
自
明
で
あ
ろ
う
。
資
料
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
。
、
奉
願
帳
及
寄
付
帳
作
成
ヲ
許
可
シ
、
之
二
対
シ
交
際
金
ヲ
給
與
ス
ル
コ
ト
。
二
、
死
亡
者
二
対
シ
相
当
ノ
処
置
ヲ
ナ
ス
コ
ト
。
三
、
浪
人
附
合
ヲ
為
ス
コ
ト
。
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こ
れ
ら
の
活
動
は
、
元
々
友
子
の
共
済
活
動
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、
恐
ら
く
友
子
が
飯
場
組
合
と
癒
着
し
て
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
飯
場
を
超
え
て
行
う
活
動
の
山
中
交
際
か
ら
区
別
さ
れ
て
、
飯
場
内
交
際
と
し
て
あ
た
か
も
友
子
の
活
動
で
は
な
い
も
の
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
っ
と
も
飯
場
交
際
は
、
友
子
鉱
夫
が
飯
場
内
な
り
組
内
で
行
う
限
り
で
友
子
の
活
動
に
は
違
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
組
内
に
非
友
子
鉱
夫
を
含
め
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
友
子
の
組
織
原
理
の
希
釈
化
で
あ
り
、
友
子
制
度
の
著
し
い
変
容
ここで友子の活動として欠けているのは、「組交際」として「山中交際」から除外されている一連の活動である。
「
組
申
合
規
約
」
で
細
か
に
規
定
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
規
約
が
見
あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
先
の
資
料
が
簡
単
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
友
子
の
組
交
際
は
、
「
非
交
際
鉱
夫
」
に
も
付
与
さ
れ
る
「
祝
儀
、
香
典
、
饅
別
、
及
傷
病
者
見
舞
金
」
な
ここでは、山中交際‐
の下面附回覧（下面附亜
与、いわゆる一宿一飯（
典
）
な
ど
の
給
与
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
「
鉱
夫
組
合
」
は
、
鉱
業
所
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
特
殊
な
従
業
員
団
体
で
あ
り
、
労
務
管
理
の
円
滑
化
を
計
る
た
め
の
意
志
疎
通
機
関
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
同
時
に
本
来
自
立
的
で
自
治
的
な
友
子
制
度
を
内
包
し
て
お
り
、
実
態
と
し
て
は
、
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ど
の
共
済
活
動
で
あ
る
。
である。 四、鉱夫ノ取立を行うコト。
五、面附持参者ノ附合ヲ為コト。
六
、
出
世
免
状
ヲ
下
附
ス
ル
コ
ト
。
」
こでは、山中交際とは、第一に、友子の伝統的な機能の一つである鉱夫の取立、免状の附困（、その際の他坑へ
回
附
回
覧
（
下
面
附
持
参
鉱
夫
を
歓
待
す
る
附
合
）
で
あ
り
、
第
二
に
、
鉱
山
を
尋
ね
る
鉱
夫
へ
「
二
十
銭
」
の
附
合
料
の
給
いわゆる一宿一飯の供応であり、第三に、相互扶助のうち、奉願帳・寄付帳への寄付、死亡者への見舞金（香
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企業内化され、自立性と独自性を失いつつある友子の組合でもあり、その限りで典型的な古典的な友子と比べて極
め
て
変
型
的
な
友
子
の
組
合
で
あ
っ
た
、
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そして鉱夫飯場組合下の友子と鉱夫組合下の友子とを比較してみると、皮肉にも、鉱夫組合下の友子のほうがよ
り
友
子
的
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
鉱
業
所
が
、
飯
場
頭
の
統
括
力
へ
の
依
存
を
や
め
、
飯
場
的
な
も
の
を捨てて、友子的な自主性を尊重して、鉱夫の統括を強化しようとしたからであった。そのような鉱業所の政策は
また、労働組合の浸透を阻止するための鉱夫への大幅な譲歩でもあったのであり、そうした譲歩こそ足尾銅山にお
け
る
近
代
的
な
労
務
管
理
の
形
成
で
あ
り
え
た
の
で
あ
る
。
友
子
を
巡
る
労
資
の
攻
防
と
言
う
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
足
尾
銅
山
の
友
子
は
、
基
本
的
に
は
、
鉱
業
所
に
企
業
内
化
さ
れ
、
従
属
的
と
な
り
、
友
子
本
来
の
自
立
性
、
自
治
性
を
喪
失
し
て
い
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
労
働
組
合
の
側
か
ら
見
れ
ば、足尾銅山の友子は、労働組合化の傾向を示しつつも、全体として結局労働組合に成長転化しきれなかった、と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
友
子
の
労
働
組
合
へ
の
成
長
転
化
の
客
観
的
な
可
能
性
が
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
友
子を労働組合に体制的に転化させる労働組合勢力の能力が不足していたからであり、社会運動指導者たちの指導力
（７） 
が不足していたか三ｂであった。
次にわれわれは、大正九年の不況以降、鉱山労働市場の悪化と採鉱部面の合理化の過程で、友子の存在基盤の喪
失とともに、友子が消滅していく過程を見ることにしたい。
百丁注
且_〆、=〆
左合藤三郎編「飯場制度関係資料」、二四七頁以下。
同
上
書
、
二
四
八
頁
以
下
の
「
採
鉱
夫
組
合
」
を
参
照
。
足尾銅山における友子制度の変遷（下） (２１） 308 
「
鉱
夫
組
合
」
の
中
に
存
続
し
た
足
尾
銅
山
の
友
子
制
度
は
、
大
正
九
年
の
改
革
以
降
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
消
滅
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
殆
ど
資
料
を
欠
い
て
お
り
、
詳
し
い
分
析
が
出
来
な
い
。
し
か
し
若
干
の
資
料
と
一
般
的
な
状
況
証
拠
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
足
尾
銅
山
の
友
子
制
度
は
、
次
の
様
な
過
程
を
経
て
消
滅
し
て
い
っ
た
、
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
三
十
五
年
頃
ま
で
に
十
分
に
確
立
を
み
た
足
尾
銅
山
の
友
子
制
度
は
、
そ
の
後
更
に
発
展
し
た
が
、
四
十
年
の
大
暴
動
を
契
機
に
企
業
内
化
さ
れ
、
鉱
山
経
営
者
の
支
配
を
受
け
つ
つ
、
坑
夫
飯
場
組
合
、
鉱
夫
組
合
の
中
で
、
変
容
し
変
型
さ
れ
な
が
ら
存
続
し
た
。
し
か
し
こ
の
変
型
友
子
は
、
大
正
九
年
の
大
不
況
を
契
機
に
急
速
に
存
在
基
盤
を
失
っ
て
行
き
、
本
来
的
な
同
職
組
合
と
し
て
の
友子の本質を失い、形骸化して行き、昭和十五年頃に消滅したと。
一
般
的
に
見
て
、
鉱
山
の
近
代
化
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
未
曽
有
の
鉱
山
ブ
ー
ム
の
後
の
大
不
況
を
契
機
に
進
展
し
、
こ
れ
（１） 
ま
で
友
子
制
度
を
必
要
と
し
て
い
た
条
件
を
急
激
に
喪
失
さ
せ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
採
鉱
部
門
に
お
け
る
近
代
化
、
採
鉱
様
式
（
６
）
足
尾
銅
山
の
「
大
正
十
四
年
坑
不
取
立
免
状
」
（
足
尾
町
生
沼
勤
氏
蔵
）
を
見
る
と
、
そ
れ
以
前
の
も
の
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
「
本
山
山
中
交
際
会
」
と
か
「
通
洞
山
中
箱
元
」
と
か
の
署
名
が
復
活
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
（
７
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
近
々
発
表
を
予
定
し
て
い
る
「
大
正
期
に
お
け
る
友
子
の
労
働
組
合
化
」
に
つ
い
て
の
論
考
で
詳
し
く
論
じ
た
い
。
（３） 
（４） 
（５） は一片もない。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
友
子
の
研
究
に
つ
い
て
論
じ
た
拙
著
『
日
本
の
伝
統
的
労
資
関
係
」
の
序
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。
左
合
編
前
掲
書
、
二
六
四
頁
。
従
来
の
足
尾
銅
山
の
「
鉱
夫
組
合
」
論
で
は
、
こ
の
点
の
認
識
が
暖
昧
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
大
山
敷
太
郎
氏
に
は
、
私
の
よ
う
な
問
題
意
識
四
足
尾
銅
山
に
お
け
る
友
子
制
度
の
消
滅
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足尾銅山について見ても全く同様である。足尾銅山の鉱夫数は、第２表のように、大正六、七年以降急減した。
当時一万人以上いた鉱夫は大正末期から昭和期には一一一・七万人ほどになり、ほぼ三分の一になった。採鉱の合理化
第二に、大不況以絃
したため、従来とか少
義は急速に失われた。
の大型化、計画化、それに伴う切羽部面の運搬の軌道化、機械化、そして削岩機械の導入、普及は、旧型の手労働
の熟練を解体し、採鉱夫（親分）と手子・運搬夫（子分）の徒弟制度からなる友子制度による熟練鉱夫の養成機能
を不要化した。逆にこれによって、鉱業所は、友子に頼ることなく、独自の労務管理のラインに基づいて新型の熟
練
鉱
夫
を
養
成
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（２） 
足尾銅山について見てもこの事は確認できる。例えば村上安正氏の分析しているように、旧型熟練を解体した機
械掘は、不況後急速に確立し支配的となっていった。すなわち第１表のように、足尾銅山の主力鉱床である河鹿の
採鉱に際しては、機械化率（機械掘／総採掘工数）は、大正七年には四・九％にすぎなかったが、同九年の二・
一％を経て、同十一年一八・八％、同十三年五一・六％、昭和元年には六八・七％となった。
採鉱の機械化は新しい熟練鉱夫を形成するが、彼らは、友子の取立制度の中で養成されるよりは、鉱業所の近代
的な労務管理の下での鉱夫養成システムの中で養成されるようになった。初等教育の普及を前提に、大正初期から
鉱
業
所
が
独
自
に
展
開
し
た
一
般
鉱
夫
養
成
の
た
め
の
「
坑
夫
養
成
寮
」
、
大
正
五
年
か
ら
始
ま
っ
た
上
級
鉱
夫
で
下
級
管
理
者
の
養
（３） 
成を目指した「工手教習所［大正一一年に開設された下級職ロ貝の養成を図った「実業学校」などは、従来友子に頼っ
て
い
た
鉱
夫
養
成
を
不
要
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
第二に、大不況以後、鉱山における労働力需要、特に従来慢性的に不足気味だった熟練鉱夫の需要が急激に縮小
し
た
た
め
、
従
来
と
か
く
友
子
制
度
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
き
た
鉱
夫
の
移
動
や
募
集
が
、
不
要
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
友
子
の
存
在
意
壬認巽漁
大正１２年
１３年
１４年
昭和２年
４．９ 
９．０ 
１１．１ 
１１．６ 
１８．８ 
大正１３年
１４年
昭和元年
２年
３年
４年
５年
６年
７年
８年
９年
１０年
２１５ 
6,781 
18,535 
7,281 
9,964 
10,515 
11,277 
11,241 
10,623 
9,950 
6,682 
４，６９６ 
3,730 
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こ
の
体
制
は
、
し
か
し
友
子
の
全
面
否
定
を
意
味
し
な
か
っ
た
事
も
事
実
で
あ
る
。
「
鉱
夫
組
合
」
の
中
の
友
子
制
度
は
、
な
お
鉱
夫
の
管
理
上
ま
だ
幾
分
か
の
存
在
意
義
を
失
わ
な
か
っ
た
。
大
正
八
年
か
ら
昭
和
三
年
頃
ま
で
足
尾
銅
山
に
は
、
労
働
組
合
運
動
は
存
在
し
た
し
、
ま
た
運
動
の
発
展
の
可
能
性
が
残
っ
て
い
た
。
そ
の
限
り
で
、
労
働
組
合
の
防
波
堤
と
し
て
の
友
子
の
役
割
は
、
皆
無
で
を示している。
この体制は、
足
尾
銅
山
に
つ
い
て
言
え
ば
、
新
し
い
鉱
夫
の
養
成
は
、
友
子
に
加
入
し
な
い
鉱
夫
を
可
能
に
し
た
。
し
か
し
友
子
を
擁
す
る
飯
場
制
度
の
存
在
は
、
採
鉱
夫
の
友
子
非
加
盟
を
抑
制
し
て
き
た
。
大
正
九
年
の
飯
場
制
度
の
廃
止
、
代
わ
っ
て
世
話
方
制
度
の
導
入
は
、
友
子
を
利
用
し
友
子
と
癒
着
し
た
飯
場
の
労
務
管
理
を
放
棄
し
、
企
業
の
直
接
的
な
労
務
管
理
体
制
を
強
化
し
た
。
足
尾
銅
山
の
労
務
管
理
の
近
代
化
を
促
進
し
た
の
は
、
足
尾
に
お
け
る
労
働
組
合
運
動
の
高
揚
で
あ
っ
た
。
飯
場
制
度
の
廃
止
も
友
子
の
企
業
内
化
も
、
労
働
組
合
の
圧
力
が
主
因
で
あ
っ
た
。
鉱
業
所
は
、
大
正
八
年
の
争
議
の
翌
年
に
人
事
課
を
新
設
し
、
詳
細
な
（６） 
「
人
事
執
務
規
定
」
を
制
定
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
分
析
を
省
く
が
、
こ
れ
は
、
足
尾
銅
山
に
お
け
る
近
代
的
労
務
管
理
体
制
の
確
立
第
四
に
、
前
項
（
能は、希薄とな眠
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ば
、
明
治
三
十
二
年
に
会
社
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
共
済
組
合
の
共
救
義
会
は
、
当
初
飯
場
制
度
の
下
に
あ
っ
た
採
鉱
夫
を
任
意
加
盟
に
し
て
お
り
、
友
子
鉱
夫
の
参
加
を
み
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
そ
れ
は
普
及
し
、
大
正
六
年
に
は
、
在
籍
鉱
夫
一
一
、
二
四
一
人
（５） 
（採鉱夫一一、九九九人）に対し会員一○、’’一六七人を擁し、採鉱夫もかなり参加していたことがわかる。また大正
五
年
に
制
定
さ
れ
た
鉱
夫
労
役
扶
助
規
則
の
浸
透
・
普
及
も
無
視
で
き
な
い
。
大
正
十
五
年
の
健
康
保
険
法
の
施
行
も
重
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
か
つ
て
い
わ
ば
独
占
的
に
鉱
夫
の
扶
助
を
行
っ
て
き
た
友
子
の
共
済
制
度
の
意
義
を
軽
減
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
四
に
、
前
項
の
条
件
を
前
提
に
し
て
、
か
っ
て
友
子
が
も
っ
て
い
た
労
働
、
生
活
の
た
め
の
自
治
機
能
、
自
主
的
秩
序
維
持
の
機
能
は
、
希
薄
と
な
り
、
代
わ
っ
て
鉱
山
経
営
者
は
、
自
ら
の
労
務
管
理
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
、
鉱
夫
を
支
配
、
管
理
す
る
こ
と
が
出
来
足尾銅山における友子制度の変遷（下）304 (２５） 
この様な団体は、昭和三年に足尾銅山精神団体連合会に統合され、大正十四年に統合された「鉱夫組合」の総連
（９） 
〈口会とともに、昭和十四年に設立された「足尾銅山鉱業報国会」に統合されていった。この過程は、企業内化され
た
友
子
の
役
割
を
無
意
味
化
す
る
過
程
で
あ
っ
た
。
以上のように、足尾銅山における友子制度は、大正九年の改革以降急速に本来の友子の機能を失っていった。し
かし伝統的な友子の生命力は、容易に消滅した訳ではなかった。友子の活動を示す一一、三の資料がある。
例えば、友子制度の基本的な活動である取立式は、確実に継続されていた。今私の手元に大正十四年の取立免状
鉱業所は、労働組合に対抗するために、「鉱夫組合」を利用するだけでなく、これと別途に反労働組合のための
組織をつくった。すなわち、大正十四年に設立された小滝坑の「共愛鑛友会」、通洞坑の「労愛会」、本山坑の「大
（７） 
日本労働革新〈三」などがそれである。
例えば、小滝坑の「共愛鑛友会」は、次のような「綱領」を掲げている。
。
、
危
険
思
想
ヲ
排
斥
シ
テ
国
体
ヲ
擁
護
ス
ル
コ
ト
。
｜、精神教育ヲ普及シテ生活ヲ向上セシムルコト。
「
会
員
ノ
交
際
ヲ
重
ン
ジ
相
互
ノ
救
済
ヲ
ナ
ス
コ
ト
。
（８） 
一、会員ハ一致協同シ｜ナ鉱業所卜意志ノ疎通ヲ計ルコト。」
この綱領から、この団体が何を目指したかは容易にわかる。この組織の運動は、独自に反労働組合、労資の意志
疎
通
の
円
滑
化
、
労
資
一
致
・
協
力
、
鉱
夫
の
精
神
修
養
を
目
指
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
友
子
が
負
わ
さ
れ
て
き
た
同
様
の
役
割
を
軽
減
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
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と
は
い
え
、
友
子
の
伝
統
的
な
組
織
と
し
て
の
生
命
力
は
、
な
か
な
か
旺
盛
で
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
、
大
正
十
四
（旧）
年
の
「
本
山
山
中
議
員
会
議
規
約
」
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
明
治
四
十
年
に
廃
止
さ
れ
、
大
正
八
年
に
「
鉱
夫
組
〈
ロ
」
の
中
に
「
評
議
委
員
」
と
し
て
復
活
し
た
「
山
中
委
員
」
の
名
称
が
、
「
山
中
議
員
」
に
変
更
さ
れ
、
か
つ
、
友
子
鉱
夫
の
要
求
で
「
山
中
委
員
」
の
会
議
規
定
が
改
め
て
作
ら
れ
た
事
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ら
な
い
。
名が取り立てられた。
（皿）
昭和十四年の「鉱夫組合会議録」によれば、この年の六月に取立式の執行が決議されたと一一一一口う。そして取立式
は
、
こ
れ
を
最
後
に
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
、
と
足
尾
で
は
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
取
立
式
が
残
っ
た
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
が
た
だ
ち
に
、
熟
練
鉱
夫
養
成
の
徒
弟
制
度
と
し
て
の
取
立
制
度
が
残
っ
て
い
た
と
理
解
す
る
こ
と
で
き
な
い
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
友
子
の
熟
練
鉱
夫
養
成
機
能
は
、
低
下
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
逆
比
例
し
て
取
立
制
度
は
、
形
骸
化
し
て
き
た
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
は
や
取
立
式
は
、
同
職
組
合
へ
の
加
入
儀
式
の
色
彩
が
薄
れ
、
伝
統
的
な
鉱
夫
の
親
睦
団
体
、
共
済
的
な
仲
間
組
合
へ
の
単
な
る
加
入
式
の
側
面
が
強
ま
っ
た
、
と
言
わ
な
け
れ
ば
（皿）
が
あ
る
。
そ
の
書
き
込
み
か
ら
、
小
滝
坑
の
「
鉱
夫
組
合
」
の
友
子
が
行
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
自
友
子
に
五
十
八
名
、
渡
友
子
に
十
九
名
が
取
り
立
て
ら
れ
、
式
に
は
本
山
坑
の
「
山
中
交
際
会
」
と
「
通
洞
坑
」
の
一
山
中
箱
元
」
の
隣
山
立
会
人
が
参
加
し
た
。
こ
の
隣
山
の
立
会
名
称
は
、
友
子
組
織
の
存
在
を
強
調
し
て
い
る
。
（ｕ） 
ま
た
昭
和
九
年
の
取
立
免
状
十
℃
残
さ
れ
て
い
る
。
免
状
の
書
き
込
み
か
ら
、
取
立
式
は
、
小
滝
坑
の
「
鉱
夫
組
合
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
燐
山
立
会
の
署
名
は
、
本
山
坑
、
通
洞
坑
と
も
に
「
鉱
夫
組
合
事
務
所
」
と
あ
り
、
「
交
際
会
」
、
「
山
中
箱
元
」
の
よ
う
な
名
称
の
署
名
は
こ
こ
で
は
無
く
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
目
友
子
に
三
十
一
名
、
渡
友
子
に
十
五
合
会
議
録
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
の
六
月
に
取
立
式
の
執
行
が
決
議
さ
れ
た
と
言
二
な
く
な
っ
た
、
と
足
尾
で
は
言
わ
れ
て
い
る
。
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
が
た
だ
ち
に
、
熟
練
鉱
夫
養
成
の
徒
弟
制
度
と
し
て
の
取
立
制
》
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
友
子
の
熟
練
鉱
夫
養
成
機
能
は
、
低
下
し
て
き
た
の
で
←
化
し
て
き
た
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
は
や
取
立
式
は
、
同
職
、
鉱夫の親睦団体、共済的な仲間組合への単なる加入式の側面が強まった、
足尾銅山における友子制度の変遷（下） (２７） 302 
を
も
ち
た
い
。
ち
な
み
に
、
こ
の
第
一
條
は
、
「
各
組
ヨ
リ
ニ
名
宛
選
出
シ
タ
ル
議
員
ヲ
以
テ
組
織
ス
」
と
規
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
議
員
は
、
「
鉱
夫
組
合
」
内
の
「
評
議
委
員
」
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
二
條
は
、
本
会
は
「
一
致
共
同
相
互
ノ
親
睦
ヲ
敦
ク
シ
、
共
済
、
慰
安
、
衛
生
、
風
紀
維
持
、
其
ノ
他
会
員
ノ
福
利
増
進
等
二
関
ス
ル
重
要
ナ
ル
事
項
ヲ
攻
究
シ
、
之
レ
ガ
実
行
ヲ
図
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」
と
し
、
ほ
ぼ
「
鉱
夫
組
合
」
の
目
的
と
同
じ
目
的
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
第
三
條
は
、
本
会
は
第
二
條
の
「
目
的
ヲ
達
ス
ル
ー
ー
必
要
ナ
ル
事
項
ノ
外
、
山
中
交
際
二
関
ス
ル
一
切
ノ
事
務
ヲ
掌
理
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
規
定
し
て
い
る
。
問
題
は
、
こ
の
会
議
が
、
議
長
を
互
選
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
「
鉱
夫
組
合
」
の
評
議
委
員
会
が
、
鉱
業
所
の
任
命
に
な
る
組
長
の
互
選
に
な
る
組
合
長
を
議
長
と
す
る
の
と
根
本
的
に
異
な
る
。
こ
れ
は
、
私
見
で
は
、
大
正
十
四
年
に
「
鉱
夫
組
合
」
の
中
に
、
友
子
鉱
夫
か
ら
選
出
さ
れ
る
「
山
中
議
員
」
が
互
選
す
る
議
長
を
い
た
だ
く
「
山
中
議
員
会
」
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
細
か
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
に
し
ろ
、
こ
う
し
た
事
実
は
、
足
尾
銅
山
の
友
子
が
、
企
業
内
化
さ
れ
、
鉱
業
所
の
支
配
を
強
め
ら
れ
つ
つ
も
、
な
お
友
子
本
来
の
姿
に
戻
ろ
う
と
試
み
て
い
る
こ
と
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
大
正
十
四
年
に
「
鉱
夫
組
合
」
で
「
従
来
ハ
梢
々
奉
願
帳
濫
発
ノ
嫌
ア
リ
ヲ
以
テ
」
、
「
時
代
二
順
応
シ
奉
願
帳
ヲ
廃
止
」
す
る
（Ｍ） 
事が提案されたが、種々議論された後に「多数意見ヲ以一ナ、現状維持トナリ、原案否決」となった。これなどは、
友
子
鉱
夫
が
、
伝
統
を
守
っ
て
友
子
の
機
能
を
失
う
ま
い
と
す
る
強
い
意
識
を
示
し
て
い
る
。
足
尾
銅
山
で
は
、
昭
和
十
五
年
頃
に
友
子
は
、
興
味
深
い
長
い
歴
史
を
終
え
て
消
滅
し
た
。
し
か
し
他
の
鉱
山
で
は
、
友
子
の
解
体
は
様
々
な
過
程
を
へ
た
。
足
尾
銅
山
の
よ
う
に
産
業
報
国
会
の
設
立
に
よ
っ
て
、
友
子
が
消
滅
す
る
ケ
ー
ス
を
一
つ
の
典
型
と
す
れ
ば
、
戦
時
中
に
冬
眠
し
て
い
て
戦
後
復
活
し
て
長
ら
く
存
続
し
た
友
子
も
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
ま
た
別
途
に
検
討
す
る
機
会
以
上
、
足
尾
銅
山
に
お
け
る
友
子
制
度
の
変
遷
を
見
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
分
析
結
果
は
、
友
子
制
度
は
時
代
に
よ
っ
て
大
(２８） 301 
き
く
変
化
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
一
様
で
は
な
か
っ
た
、
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
足
尾
銅
山
の
友
子
は
、
典
型
的
な
同
職
組
合
と
し
て
は
、
明
治
三
十
年
代
末
ま
で
で
あ
っ
て
、
明
治
四
十
年
か
ら
は
企
業
内
化
さ
れ
た
変
型
的
な
友
子
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
大
正九年以降の不況と採鉱の合理化の進展の中で、この変型友子は、友子の本質を失い共済機能と親睦機能の強い団
体
に
形
骸
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
足
尾
銅
山
に
お
け
る
よ
う
に
直
接
企
業
内
化
さ
れ
な
か
っ
た
友
子
も
他
の
鉱
山
で
は
多
数
存
在
し
た
が
、
足
尾
の
友
子
同
様
に
、
友
子
の
本
質
を
失
っ
て
、
形
骸
化
し
て
い
っ
た
こ
と
は
一
言
う
ま
で
も
な
い
。
な
お
、
本
稿
の
作
成
に
は
、
一
九
九
一
年
度
の
法
政
大
学
研
究
助
成
金
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
注（
１
）
一
般
的
な
友
子
制
度
の
解
体
過
程
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
詳
し
く
検
討
し
た
い
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
友
子
制
度
の
存
立
基
盤
の
喪
失
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
分
析
は
省
い
た
。
（
２
）
村
上
安
正
『
鉱
業
論
集
』
Ⅱ
、
三
八
頁
以
下
参
照
。
ま
た
武
田
晴
人
『
日
本
産
銅
史
」
、
一
一
七
一
頁
。
（
３
）
左
合
藤
三
郎
編
「
古
河
鉱
業
・
使
用
人
一
般
状
況
」
、
一
六
三
頁
以
下
参
照
。
（４）村上前掲書、六○頁。
（５）左合前掲書、一三一一一頁。
（
６
）
左
合
藤
三
郎
編
『
飯
場
制
度
関
係
資
料
』
、
二
○
二
頁
以
下
。
（７）『足尾銅山労働運動史』、’六七頁。
（
８
）
左
合
編
『
飯
場
制
度
関
係
資
料
』
二
六
六
頁
以
下
参
照
。
（９）『足尾銅山労働運動史員一六七頁。
（、）足尾町生沼勤氏蔵。
（
Ⅱ
）
同
上
。
足尾銅山における友子制度の変遷（下）300 (２９） 
こ
れ
ま
で
私
が
こ
の
論
文
で
参
照
し
て
き
た
、
足
尾
銅
山本山坑の友子資料の中で、注目したいものに、坑夫の取立山と取立年月
を
記してある友子資料がある。「奉願帳写帳」がそれである。この資料は、本文でも指摘したように、奉願帳をもって本山坑の
交
際
所
に
坑
夫
が
訪
れ
た
際
に
、
友
子
の
係
が
奉
願
帳
の
重
要
事
項
を
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
奉
願
帳
写
帳
」
（
明
治
三
十
八
年
三
月
’
四
十
年
二
月
）
に
は
、
徳
川
末
期
か
ら
明
治
初
年
代
に
友
子
に
取
立
て
ら
れ
た
坑
夫
名
と
鉱
山
名
、
そ
れ
に
取
立
年
月
日
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
列
記
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
グーへ／~、／~、
１４１３１２ 
塁=ン塁＝／、_Ｚ氏
名
石
山
倉
之
助
佐
藤
宮
松
山
ロ
伊
助
畑
倉
吉
山
崎
菊
三
郎
宮
田
宅
次
郎
西
方
五
郎
吉
庄
山
五
三
郎
奈
良
鶴
松
津
田
長
松
追
記
幕
末
・
明
治
初
期
に
お
け
る
友
子
の
存
在
を
示
す
資
料
に
つ
い
て
大
山
敷
太
郎
「
鉱
業
労
働
と
親
方
制
度
』
、
二
四
八
頁
。
左合編「飯場制度関係資料』、二六五頁。
大山前掲書、二四七頁。取立
山
山
形
幸
生
銅
山
北
海
道
一
ノ
度
鉛
山
岐
阜
鹿
間
鉱
山
祭
良
桑
盛
鉱
山
岐
阜
大
富
鉱
山
岐
阜
北
杉
沢
銀
山
福
島
赤
谷
銅
山
兵
庫
金
子
鉱
山
秋
田
小
坂
鉱
山
石
川
遊
泉
寺
鉱
山
取
立
年
月
文久二年三月一一十八日
三
年
七
月
明
治
元
年
五
月
四
日
二
年
四
月
一
日
七
年
六
月
二
十
五
日
七
年
七
月
十
四
日
十一年十二月一一一十一日
十
二
年
十
月
一
日
十
二
年
十
二
月
二
十
八
日
十
三
年
一
月
一
日
(３０） 299 
ま
た
幾
人
か
の
ケ
ー
ス
が
、
明
治
十
年
代
の
鉱
山
で
友
子
の
取
立
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
明
治
十
一
年
に
福
島
の
赤
谷
銅
山
、
同十二年に秋田の小坂鉱山で取立が行われた。その他明治十年代後半に福井、石川、さらに兵庫、岡山の地方で取立が行われ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
か
で
も
明
治
十
六
、
七
の
両
年
に
福
井
の
柳
力
瀬
墜
道
工
事
場
で
取
立
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は、墜道工事に金属鉱山の鉱夫が、採用されたさいに、友子制度を一緒に持ち込んだことを意味した。明治三十年代後半に奉
願帳持ち鉱夫が、墜道工事飯場に立ち寄って寄付を仰いでいるが（「鉱夫の自主的労災救済制度の一考察ｌ明治末・大正初期
の友子の奉願帳制度の実態ｌ」、「経済志林』第五十八巻第一・一一号、五六二頁）、これなども工事飯場に友子制度が存在して
岐
阜
の
飛
騨
地
方
の
鉱
山
で
、
幕
末
か
ら
明
治
初
年
代
に
か
け
て
友
子
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
詳
し
く
証
明
し
て
あ
る
（
前
掲
書
、
八
二
頁
以
下
）
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
畑
倉
吉
が
、
奈
良
の
桑
盛
鉱
山
で
明
治
二
年
四
月
一
日
に
取
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
明
治
初
年
代
に
奈
良
地
方
に
友
子
が
存
在
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
も
、
す
で
に
指
摘
し
た
（
前
掲
書
、
一
一
○
頁
以
下
）
。
こ
こ
で
友
子
制
度
の
存
在
が
初
め
て
証
明
さ
れ
た
。
私
は
、
こ
れ
ま
で
、
若
干
の
資
料
を
明
示
し
て
、
友
子
が
幕
末
ま
で
に
全
国
各
地
の
鉱
山
に
す
で
に
広
範
囲
に
存
在
し
て
い
た
、
と
主
張
し
て
き
た。ここに紹介する資料は、私の主張を新たに裏づけるものである。石山倉之助は、山形の幸生銅山で文久二年三月二十八日
に取立てられている。山形に友子が存在していたらしいと言うことについては、拙著『日本の伝統的労資関係ｌ友子制度史の
研
究
ｌ
」
（
七
九
頁
）
で
指
摘
し
て
あ
る
。
今
回
の
資
料
は
、
は
っ
き
り
幸
生
銅
山
で
文
久
二
年
に
取
立
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
佐
藤
宮
松
は
、
北
海
道
の
一
ノ
度
鉛
山
で
文
久
三
年
七
月
に
取
立
て
ら
れ
た
。
す
で
に
こ
の
時
期
に
北
海
道
の
鉱
山
に
友
子
制
度
が
存
在
し
た
こ
と
が
、
は
っ
き
り
し
た
。
中
山
政
太
郎
安
藤
東
吉
足
立
彦
蔵
宮
川
利
吉
金
子
亀
蔵
平
尾
与
三
松
福栃岐福岡福
井木阜井山井
柳
力
瀬
墜
道
藤
ノ
村
鉱
山
柳
力
瀬
墜
道
池
ノ
山
鉱
山
足
尾
銅
山
本
山
坑
面
谷
鉱
山
十
六
年
六
月
八
日
十
六
年
六
月
三
十
日
十
七
年
七
月
十
三
日
十
八
年
五
月
五
日
十九年十一一月三十一日
十
九
年
十
二
月
足尾銅山における友子制度の変遷（下） (３Ｊ） 298 
い
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
こ
で
も
そ
れ
が
証
明
さ
れ
た
。
以
上
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
私
が
実
証
的
に
主
張
し
て
き
た
こ
と
を
よ
り
明
確
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
特
に
驚
く
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
。
徳
川
期
の
友
子
に
つ
い
て
言
え
ば
、
兼
ね
て
よ
り
注
目
し
て
い
た
院
内
銀
山
に
関
係
し
た
門
屋
養
安
の
日
記
に
、
安
政
五
年
七
月
十
四
日
に
坑
夫
の取立が行われたとする記述がある。これについては、近年大変興味深い近世鉱山史の研究を行っている荻慎一郎氏の新稿「門
屋養安と院内銀山」（『金属鉱山研究』第六五号、七頁）で紹介されている。徳川時代における友子の存在は、今後の研究が進
め
ば
、
｜
層
は
っ
き
り
と
証
明
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
